
平成 26年５月１２日

松山河川国道事務所

国道33号松山外環状道路インター線（井門IC～古川IC）
ま つ や ま そ と か ん じよう い ど ふ る か わ

開通１ヵ月後の効果

～新たなルートによる効果が出ています～

平成２６年３月１６日（日）に開通した国道３３号松山外環状 道路インター線（以下「外環イ
まつやまそとかんじよう

ンター線」）井門 IC～古川 IC間Ｌ＝１．２ｋｍについて約１ヵ月後の利用状況及び効果について
い ど ふるかわ

お知らせします。

１．交通量が外環インター線で増加、国道３３号では減少

交通量は開通前に比べて古川ＩＣ付近で約２，０００(台/12時間)（１．４倍）増加しています。

一方、国道３３号については椿神社入口交差点で約１，０００(台/12時間)減少しています。

これについては、松山ＩＣ～国道３３号～市道松山環状線を利用していた交通の一部が、外環イン

ター線を利用したと想定されます。

２．国道３３号の渋滞が緩和

この結果、従来渋滞していた国道３３号の交差点の渋滞が緩和されています。中でも国道３３号の

椿神社入口交差点北向きでは最大５６０ｍ（約７５％）の渋滞が緩和されています。

３．松山ＩＣ～松山中央公園までの移動時間が短縮

松山ＩＣ～松山中央公園までの移動時間が国道３３号～市道松山環状線～国道５６号経由と比べて

約１０分（約６３％）の時間短縮が図られています。

※交通量の調査日

開通前・・・・・・平成２５年１１月１３日（水）

開通１ヵ月後・・・平成２６年 ４月２２日（火）

※今後も引き続き調査を行い、効果を検証していきます。

本施策は、四国圏広域地方計画「ＮＯ．５ 圏域の連携による発展に向けた地域力向上プロジ

ェクト」及び「ＮＯ．６ 防災力向上プロジェクト」の取り組みに該当します。

問い合わせ先：四国地方整備局松山河川国道事務所調査第２課

事 業 対 策 官：大西 良明 （内線：２０８）
おおにし よしあき

◎ 調査第２課長：大西 篤 （内線：４５１）
おおにし あつし

代表 ０８９－９７２－００３４

直通 ０８９－９７２－０６１３

ＦＡＸ ０８９－９７２－８１１７

◎：主な問い合わせ先
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【調査実施日時】
開通前 ：平成25年11月13日(水) 7:00～19:00
開通１ヵ月後：平成26年４月22日(火) 7:00～19:00

２

４３

外環インター線部分開通による周辺道路の交通量の変化

○従来、松山ＩＣや市内中心部への移動経路である国道33号～市道松山環状線の交通量が減少し、外環インター線～
市道千舟町古川線の交通量が増加していることから、交通の分散傾向が見られます。（ ⇒ ）

外環インター線周辺の交通量

H25年度開通区間

【凡例】

県道 市道高速道路 国道

松山外環状道路 【断面Ａ】

【断面Ｈ】

①椿神社入口交差点

従来のルート 新たなルート

②はなみずき通り交差点

約1.4倍

【断面Ｂ】

③古川ＩＣ付近

【凡例】

自動車専用
道路交通量

側道交通量

松山IC

至 高知

④井門ＩＣ付近

-1,120台

+981台

9,641 10,622

35,477
34,357

（台/12時間） （台/12時間）

（台/12時間）

（台/12時間）
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至 今治

外環インター線

松山
中央公園

余戸南IC

市坪IC

古川IC

松山JCT

１２

はなみずき
通り交差点

33

渋滞Ａ

井門IC

渋滞Ｂ

椿神社入口
交差点

外環インター線部分開通による周辺道路の渋滞緩和

○外環インター線周辺の国道33号～市道松山環状線の交通が減少したことで、渋滞の延長が緩和している結果となって
います。（ ⇒ ）

交通転換による渋滞延長の変化

従来のルート 新たなルート

H25年度開通区間

【凡例】

県道 市道高速道路 国道

松山外環状道路

【調査実施日時】
開通前 ：平成25年11月13日(水) 7:00～10:00，16:00～19:00 
開通１ヵ月後：平成26年４月22日(火) 7:00～10:00，16:00～19:00 

【渋滞Ａ】

750m

190m

渋滞長約75%減

①国道33号 椿神社入口交差点

【渋滞Ｂ】 渋滞長約50%減

300m

150m

②市道千舟町古川線 はなみずき通り交差点

至 高知

松山IC
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松山環状線

松山ＩＣから松山中央公園までの移動時間が短縮

。

○外環インター線の整備により、松山ICから松山中央公園までの所要時間が主要幹線ルート経由（国道３３号～市道松山

環状線～国道５６号）と比べて、約１０分時間短縮が図られています。

○朝夕の混雑時でも、外環インター線を利用した新たなルートが主要幹線ルートより約１４分時間短縮が図られています。

外環インター線

至 高松

松山
中央公園

33

至 大洲

松山
JCT

余戸南IC

古川IC 井門IC

至 今治

至 高知

今回供用区間

【凡例】

県道 市道高速道路 国道

松山外環状道路

◆松山外環状道路インター線 井門IC～古川IC（平成26年3月16日開通後）
松山中央公園へのアクセスルート比較

新たなルート
【約６分】

主要幹線ルート
【約16分】

開通前

開通

約１ヵ月後

所要時間の変化

松山ICから松山中央公園への所要時間

※移動時間は朝7:00～夕方18:00の調査結果

※平均移動時間とは朝7:00～夕方18:00まで、１時間お
きに実測調査した移動時間の平均

※混雑時の時間帯は 朝 7:00～ 9:00
夕16:00～18:00

※混雑時最大移動時間とは、調査時間内で移動に要した
最大の時間

約16分

約6分

所要時間
の変化

開通前

開通

約１ヵ月後

約24分

約10分

松山IC

整備前の
ルート

整備後の
ルート

33

56

市坪IC

10分の時間
短縮効果！

平均移動時間

混雑時最大移動時間

14分の時間
短縮効果！

国道33号～松山
環状線～国道56
号を利用した
ルート

外環インター線を
利用したルート

（市）松山環状線

外環インター線を
利用したルート

国道33号～松山
環状線～国道56
号を利用した
ルート

【調査実施日時】
開通１ヵ月後：平成26年４月22日(火)




